
JP 2013-15587 A5 2014.5.22

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年5月22日(2014.5.22)

【公開番号】特開2013-15587(P2013-15587A)
【公開日】平成25年1月24日(2013.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-004
【出願番号】特願2011-146649(P2011-146649)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/00    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月8日(2014.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　なお、全ての実施例において、第１レンズＬ１の物体側の面Ｒ１の有効径の周縁が開口
絞りＳＴの作用を兼ねている。また、第４レンズＬ４の像側の面Ｒ８と結像面Ｓとの間に
Ｒ９、Ｒ１０で構成されるカバーガラスが配置されている。断面図においてｄ１，ｄ２，
・・・，ｄ９は面間隔を、Ｘは光軸を、ＤＯＥは回折光学面をそれぞれ表している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　また、第１レンズＬ１の物体側の面Ｒ１から第３レンズＬ３の物体側の面Ｒ５のうち、
何れか一つの面に、数式２で表される光路差関数としての回折光学面ＤＯＥが形成されて
いる。

【数１】

【数２】
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ただし、
Ｐ ：光路差（単位：波長）
Ｂ２ｉ ：光路差関数係数（ｉ＝１～ｎ）
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
【表７】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
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【表９】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】

【表１１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
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　各条件式の値を以下に示す。
（１）ｆ／ｆ１２＝０．９５３
（２）ｆ／ｆ３４＝－０．０２４
（３）ｆ／（Ｖ２・ｆ２）＋ｆ／（Ｖｄ・ｆｄ）＝－０．０４７
（４）ｆ／ｆｄ＝０．０４５
このように、実施例６に係る撮像レンズは条件式（１）～（４）を満足する。
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